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(57)【要約】
【課題】複雑な電文や高価なシールドケーブルを用いな
くても、信頼性の高い計数が可能な積算値の伝達を実現
することを目的とする。
【解決手段】パルス信号によって積算値を伝達する積算
値伝達方法であって、積算値が所定量追加される度に、
その時点に対し、繰返し順序情報Ｉｊを順次設定する工
程と、設定された順序情報Ｉｊに応じた異なる形態のパ
ルスＰｉで構成したパルス信号Ｓｓを出力するパルス信
号出力工程と、を含むように構成した。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パルス信号によって積算値を伝達する積算値伝達方法であって、
　前記積算値が所定量追加される度に、その時点に対し、繰返し順序情報を順次設定する
工程と、
　前記順次設定された順序情報に応じた異なる形態のパルスで構成したパルス信号を出力
するパルス信号出力工程と、
　を含むことを特徴とする積算値伝達方法。
【請求項２】
　前記繰返し順序情報は、３種以上であることを特徴とする請求項１に記載の積算値伝達
方法。
【請求項３】
　前記パルス信号出力工程では、複数種のパルス電圧と複数種のパルス幅、およびそれら
の組合せのいずれかによって、前記異なる形態のパルスを形成することを特徴とする請求
項１または２に記載の積算値伝達方法。
【請求項４】
　前記パルス信号出力工程では、単位パルスの数が異なるパルス群によって、前記異なる
形態のパルスを形成することを特徴とする請求項１または２に記載の積算値伝達方法。
【請求項５】
　繰返し順序情報を付与されたパルスで構成したパルス信号中のパルスの計数処理を行う
方法であって、
　前記パルス信号中のパルスを検出する工程と、
　前記検出したパルスの形態に基づいて、当該パルスの順序を判別する工程と、
　前記検出したパルスを計数する工程と、
　前記検出したパルスに対して判別された順序が、直近のパルスと連続的であるか否かに
よって、計数が正常か否かを判定する計数判定工程と、
　を含むことを特徴とする計数処理方法。
【請求項６】
　前記繰返し順序情報は３種以上であり、
　前記計数判定工程で、計数が正常でないと判定すると、順序が連続するように、当該パ
ルスと直近のパルスのうちの一方の削除、あるいはパルス一つ分の補完、のいずれかによ
りパルスの計数を訂正する計数訂正工程と、を含むことを特徴とする請求項５に記載の計
数処理方法。
【請求項７】
　積算値が所定量追加されたことを示す信号を検出するセンサーと、
　前記センサーが前記信号を検出すると、信号毎に、繰返し順序情報を順次設定する順序
情報設定部と、
　前記順次設定された順序情報に応じた異なる形態のパルスで構成したパルス信号を出力
するパルス信号出力工程と、
　を備えたことを特徴とするパルス信号送出装置。
【請求項８】
　３種以上の繰り返し順序情報を付与されたパルスで構成したパルス信号中のパルスを検
出するパルス検出部と、
　検出したパルスの形態に基づいて、当該パルスの順序を判別する順序判別部と、
　検出したパルスを計数する計数部と、
　検出したパルスに対して判別された順序が、直近のパルスと連続的であるか否かを判定
し、連続的でなかった場合、順序が連続するように、当該パルスと直近のパルスのうちの
一方の削除、あるいはパルス一つ分の補完、のいずれかによりパルスの計数を訂正する計
数訂正部と、
　を備えたことを特徴とするパルス計数装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、積算値が所定量追加されたことをパルス信号で伝達するための積算値伝達方
法と計数処理方法、およびその方法を実現するパルス信号送出装置とパルス計数装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　計測器からのデータのうち、電力量の積算値のようなデータについては、所定値を超え
るごとにパルスを立てるパルス信号を発信し、離れて設置された計数器でパルス数を計数
することが行われている。しかしながら、機器に供給される電源電圧の変動により、パル
スのレベルが変動して誤計量が発生することが考えられる。そこで、電源電圧に応じて基
準電圧を変動させるパルス検出回路が提案されている（例えば、特許文献１参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１７７０４３号公報（段落００１９～００２３、図１～図３
）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、電源電圧に応じて基準電圧を変動させるだけでは、ノイズの影響を除去
することができず、ノイズを抑制するため、高価なシールドケーブルを使用することが必
要となっている。しかし、その場合でも、ノイズの影響を完全に抑制することは困難であ
った。
【０００５】
　本発明は、かかる問題点を解決するためになされたもので、複雑な電文や高価なシール
ドケーブルを用いなくても、信頼性の高い計数が可能な積算値の伝達を実現することを目
的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の積算値伝達方法は、パルス信号によって積算値を伝達する積算値伝達方法であ
って、前記積算値が所定量追加される度に、その時点に対し、繰返し順序情報を順次設定
する工程と、前記順次設定された順序情報に応じた異なる形態のパルスで構成したパルス
信号を出力するパルス信号出力工程と、を含むことを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明の計数処理方法は、繰返し順序情報を付与されたパルスで構成したパルス
信号中のパルスの計数処理を行う方法であって、前記パルス信号中のパルスを検出する工
程と、前記検出したパルスの形態に基づいて、当該パルスの順序を判別する工程と、前記
検出したパルスを計数する工程と、前記検出したパルスに対して判別された順序が、直近
のパルスと連続的であるか否かによって、計数が正常か否かを判定する計数判定工程と、
を含むことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明のパルス信号送出装置は、積算値が所定量追加されたことを示す信号を検
出するセンサーと、前記センサーが前記信号を検出すると、信号毎に、繰返し順序情報を
順次設定する順序情報設定部と、前記順次設定された順序情報に応じた異なる形態のパル
スで構成したパルス信号を出力するパルス信号出力部と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　さらに、本発明のパルス計数装置は、３種以上の繰り返し順序情報を付与されたパルス
で構成したパルス信号中のパルスを検出するパルス検出部と、検出したパルスの形態に基



(4) JP 2020-5218 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

づいて、当該パルスの順序を判別する順序判別部と、検出したパルスを計数する計数部と
、検出したパルスに対して判別された順序が、直近のパルスと連続的であるか否かを判定
し、連続的でなかった場合、順序が連続するように、当該パルスと直近のパルスのうちの
一方の削除、あるいはパルス一つ分の補完、のいずれかによりパルスの計数を訂正する計
数訂正部と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の積算値伝達方法、計数処理方法、あるいはそれを実現するためのパルス信号送
出装置、パルス計数装置によれば、パルスに順序情報を付加するようにしたので、ノイズ
等の影響により、読み飛ばしや余分な計数の有無を判断でき、信頼性の高い計数が実現で
きる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の実施の形態１にかかる積算値伝達方法において送受信される順序情報を
有するパルス信号の波形について説明するための波形図である。
【図２】本発明の実施の形態１にかかる積算値伝達方法および計数処理方法を実行するた
めのパルス信号送出装置とパルス計数装置を含む機器構成を示すブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態１にかかるパルス信号送出装置の構成を示す回路図である。
【図４】本発明の実施の形態１にかかる積算値伝達方法において送受信されるパルス信号
の波形および順序情報の付与例および計数処理方法においてノイズ等の影響を除去した計
数処理について説明するためのタイミングチャートである。
【図５】本発明の実施の形態１にかかるパルス計数装置の構成を示すブロック図である。
【図６】本発明の実施の形態１にかかる計数処理方法において、誤計量の判別と訂正を行
う処理を説明するためのフローチャートである。
【図７】本発明の実施の形態２の第一例にかかる積算値伝達方法において送受信されるパ
ルス信号の波形および順序情報の付与例、および計数処理方法においてノイズ等の影響を
除去した計数処理について説明するためのタイミングチャートである。
【図８】本発明の実施の形態２の第二例にかかる積算値伝達方法において送受信されるパ
ルス信号の波形および順序情報の付与例、および計数処理方法においてノイズ等の影響を
除去した計数処理について説明するためのタイミングチャートである。
【図９】本発明の実施の形態２の第三例にかかる積算値伝達方法において送受信されるパ
ルス信号の波形について説明するためのタイミングチャートである。
【図１０】一般的な積算値伝達方法において送受信されるパルス信号の波形および計数処
理について説明するためのタイミングチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
実施の形態１．
　図１～図５は、本発明の実施の形態１にかかる積算値伝達方法と計数処理方法、および
それらを実現するためのパルス信号送出装置とパルス計数装置の構成および動作を説明す
るためのものである。図１（ａ）～（ｆ）は、本発明の実施の形態１にかかる積算値伝達
方法において送受信される順序情報を有するパルス信号の波形について説明するためのタ
イミングチャートであり、図１（ａ）はパルス信号送出装置が計器からのサービス信号を
パルス検出用に成形した検出信号の波形、図１（ｂ）は検出信号中の各パルスに紐づけら
れた順序情報、図１（ｃ）は順序情報を付与してパルス信号送出装置から発信されたパル
ス信号の波形、図１（ｄ）はパルス計数装置が受信したパルス信号の波形、図１（ｅ）は
受信したパルス信号中のパルスから判別した順序情報、図１（ｆ）は判別した順序情報に
基づいて計数された計数値、をそれぞれ示している。なお、以降の図においても、図１の
ようなタイミングチャートにおいては、縦方向に並んだ図の横軸は同期している。
【００１３】
　また、図２は、計測器から発振されたサービス信号を用いて、離れた機器で計数を行う
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ための積算値伝達方法と計数処理方法を実行するための、計測器と、パルス信号送出装置
と、パルス計数装置による機器構成を示すブロック図、図３はパルス信号送出装置におい
て、入力されたサービス信号中のパルスに対して、２進カウンターを用いて、Ｊ１～Ｊ４
の４種の繰返し順序情報を付与するための回路部分を示す回路図である。
【００１４】
　そして、図４（ａ）～（ｇ）は、積算値伝達方法において、検出したパルスに対し、２
進カウンターを用いて、Ｊ１～Ｊ４の４種の繰返し順序情報を付与し、信号伝送中に出力
レベルの低下やノイズの混入した信号を受信した場合の計数値の修正について説明するた
めのタイミングチャートであり、図４（ａ）はパルス信号送出装置が受信する計器からの
サービス信号をパルス検出用に成形した検出信号の波形、図４（ｂ）は２進カウンターに
よる２分周の論理値、図４（ｃ）は２進カウンターによる４分周の論理値、図４（ｄ）は
２分周の論理値と４分周の論理値の組合せにより形成された順序情報を付与してパルス信
号送出装置から発信されたパルス信号の波形、図４（ｅ）は伝送中にロス等による一時的
な信号レベルの低下やノイズの混入があるパルス信号の波形、図４（ｆ）は伝送中にロス
等による一時的な信号レベルの低下やノイズの混入があった場合に取得される順序情報、
図４（ｇ）は判別した順序情報に基づき、パルスの欠損や過多が有っても適正に計数した
計数値、をそれぞれ示している。
【００１５】
　また、図５はパルス計数装置において、受信したパルス信号中のパルスの形態から、計
数の誤りを検出するためのパルスの順序を判別し、判別した順序の連続性から誤計数の有
無を判定して、計数を修正する回路構成を示すブロック図、図６は計数処理方法において
、誤計数の有無を判定して誤計数があった場合に訂正を行う工程を説明するためのフロー
チャートである。
【００１６】
　一方、図１０（ａ）～（ｈ）は、一般的な積算値伝達方法において送受信されるパルス
信号の波形および計数処理方法について説明するためのタイミングチャートであり、図１
０（ａ）はパルス信号送出装置が受信するサービス信号をパルス検出用に成形した検出信
号の波形、図１０（ｂ）は一般的なパルス信号送出装置から発信されるパルス信号の波形
、図１０（ｃ）は一般的なパルス計数装置が受信する品質の良いパルス信号の波形、図１
０（ｄ）は受信した品質の良いパルス信号に基づいて計数された計数値、図１０（ｅ）は
伝送ロス等により、信号レベルが一時的に低下したときにパルス計数装置が受信すると考
えられるパルス信号の波形、図１０（ｆ）は信号レベルの低下した信号を含むパルス信号
に基づいて一般的なパルス計数装置が計数する計数値、図１０（ｇ）はシールド不備等に
より伝送中にノイズを拾ったときにパルス計数装置が受信すると考えられるパルス信号の
波形、図１０（ｈ）はノイズを含むパルス信号に基づいて一般的なパルス計数装置が計数
する計数値、をそれぞれ示している。
【００１７】
　本発明の実施の形態１にかかる積算値伝達方法と計数処理方法、およびそれを実現する
ためのパルス信号送出装置とパルス計数装置においては、パルス信号を構成する各パルス
に繰返し順序情報を順次付与して伝送することを特徴とするものである。しかし、その説
明の前に、パルス信号の伝送によりデータを送受信する機器の構成として、電力量計から
の積算電力量のデータを送受信する機器について説明する。
【００１８】
　本実施の形態１にかかる積算値伝達方法を実現するための機器構成も、一般的なパルス
によって積算値を伝達する機器の構成と同様である。例えば、パルスを含むサービス信号
を出力する計器である電力量計は、電力量の積算値が所定値を超えるたびに外部に引き出
されたサービス配線にパルスを含むサービス信号を出力する。ここで、計量器である電力
量計に対しては、計量を乱すようなノイズを与えないようにするため、サービス配線を外
部の機器に直接電気接続することなく、サービス信号を検出する必要がある。
【００１９】
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　そこで、図２に示すように、電力量計１のサービス配線２は、非接触でパルス検出ＣＴ
（Current Transformer：電流センサー）４１を通すことでサービス信号中のパルスを検
出するようにしている。検出したパルスに同期して、伝送用のパルスを生成し、伝送ケー
ブル３を介して離れた位置に送出するためのパルス信号送出装置４と、パルス信号送出装
置４から出力されるパルス信号を受信してパルス数を計数するパルス計数装置５とで構成
している。
【００２０】
　パルス信号送出装置４は、パルス検出ＣＴ４１と、検出したパルスに同期して伝送用の
パルス信号に変換して送出する信号変換部４２とを有している。また、パルス計数装置５
は、受信した信号からパルスの電圧値を検出するパルス検出部５１と、パルス幅を検出す
るとともに、パルス幅と電圧値から順序情報を検出し、順序情報に基づいて計数の誤りを
訂正するマイクロコンピュータ５２とを有している。
【００２１】
　なお、本実施の形態に係る積算値伝達方法あるいは計数処理方法を実現するための機器
に対し、一般的な積算値伝達方法あるいは計数処理方法を行う機器については、本実施の
形態に用いる符号の末尾にＣをつけて区別して説明する。一般的な積算値伝達方法と計数
処理方法の問題点について図１０を用いて説明する。パルス検出ＣＴ４１Ｃが電力量計１
からの信号に応じて、図１０（ａ）に示すような検出信号ＳｄＣを出力する。すると、パ
ルス信号送出装置４Ｃのパルス検出部は、検出したパルス（Ｐ１，Ｐ２，・・・Ｐｍ：特
定しない場合は、パルスＰｉと称する。）に同期し、図１０（ｂ）に示すように、単純に
同じ形態のパルスを生成して出力信号ＳｓＣを送出する。
【００２２】
　このとき、パルス計数装置５Ｃに、伝送ロスやノイズ混入が無く、図１０（ｃ）に示さ
れるような、送出されたパルス信号ＳｓＣと同程度の高品質なパルス信号ＳｒＣが入力さ
れた場合、図１０（ｄ）に示すように、パルス計数装置５Ｃは、ｍ回カウント（計数）を
行う。つまり、電力量計から出力されたパルスＰｉに対応したカウントＣｉが確実に行わ
れ、パルス計数装置５Ｃでカウントされた計数値は、電力量計から出力されたパルス数ｍ
と同じ値（に対応する電力量の積算値）を示すことができる。
【００２３】
　しかしながら、図１０（ｅ）に示すように、信号レベルが一時的に低下したパルス信号
ＳｒＣ１が入力された場合、図１０（ｆ）に示すように、一般的なパルス計数装置５Ｃは
、レベルが低下したパルスＰ２ｗをパルスとして認識できないことがある。そうすると、
パルス計数装置５Ｃでは、パルスＰ２ｗに対応するカウントが存在せず、パルスＰ３に対
してカウントＣ２がなされ、最終的な計数値は、電力量計から出力されたパルス数ｍより
、１つ少ないｍ－１となり、誤計量が生じる。
【００２４】
　あるいは、一般的なパルス計数装置５Ｃに、図１０（ｇ）に示すように、ノイズＮｚ１
とノイズＮｚ２が混入したパルス信号ＳｒＣ２が入力される場合もある。その場合、図１
０（ｈ）に示すように、パルス計数装置５Ｃは、ノイズＮｚ１、Ｎｚ２をパルスと誤認し
、カウントＣ４、Ｃ６として計数してしまう可能性がある。そうすると、パルス計数装置
５Ｃによる最終的な計数値は、電力量計から出力されたパルス数ｍより２つ多いｍ＋２と
なり、やはり誤計量が生じる。
【００２５】
　このような一時的な信号レベルの低下やノイズの混入による誤計量を発生させないため
には、外乱の影響を受けないシールドケーブルを使用せざるを得なかった。しかし、外乱
の排除能が高いシールドケーブルは、継手自体も特殊なものを必要とするので、現場でケ
ーブルの細工をすることができず、予めケーブル長を決める必要があり、施工性や生産性
が悪く、短納期対応ができない等のデメリットがあった。
【００２６】
　そこで、本発明の各実施の形態にかかる積算値伝達方法では、外乱により、信号レベル
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の一時的な低下やノイズの混入があった場合でも、確実にパルスカウントができるよう、
３以上の繰返し順序情報Ｉｊをパルスに付加して送受信するようにした。
【００２７】
　本実施の形態１では、パルス信号送出装置４は、サービス信号を一度、図１（ａ）に示
すようなパルス検出用に成形した検出信号Ｓｄを生成する。そして生成した検出信号Ｓｄ
から検出した各パルスＰ１、Ｐ２、・・・、Ｐｍに対して、図１（ｂ）に示すように、Ｊ
１、Ｊ２、Ｊ３、Ｊ４からなる４種類の繰返し順序情報Ｉｊを、順次付与して送出する。
順序情報Ｉｊは、２種類のパルス幅（Ｗ１、Ｗ２）とパルス電圧（Ｖ１、Ｖ２）の組合せ
により付与する。例えば、順序Ｊ１に対応するパルスＰｉにはＶ２，Ｗ１、順序Ｊ２のパ
ルスＰｉにはＶ１，Ｗ１、順序Ｊ３のパルスＰｉにはＶ２，Ｗ２、順序Ｊ４のパルスＰｉ
にはＶ１，Ｗ２の組合せになるように生成する。
【００２８】
　そのような４種類の形態のパルスＰｉを順次生成するため、パルス信号送出装置４には
、図３に示すように、成形した検出信号Ｓｄ中のパルスに対し、２分周の論理値Ｌｖと４
分周の論理値Ｌｗに分割して出力する２進カウンター４４を配置している。そして、２分
周の論理値Ｌｖに応じてパルス電圧を設定するパルス電圧設定部４６と、４分周の論理値
Ｌｗに応じてパルス幅を設定するパルス幅設定部４８と、設定されたパルス電圧とパルス
幅でパルスを生成するパルス生成部４７とを備えるようにした。
【００２９】
　これにより、パルス検出用ＣＴ４１で検知した電力量計１のサービス配線２に流れるサ
ービス信号は、インバータで波形成形され、図４（ａ）（図１（ａ））に示すような検出
信号Ｓｄとして２進カウンター４４に入力される。すると、２進カウンター４４は、図４
（ｂ）に示す２分周した論理値Ｌｖをパルス電圧設定部４８に、図４（ｃ）に示す４分周
した論理値Ｌｗをパルス生成部４７へ出力する。
【００３０】
　パルス電圧設定部４８では、２分周した論理値ＬｖがＦ（偽）の場合はインバータ４３
２がＨ信号を出力し、スイッチ素子４５２へ、イネーブルＨレベル信号を入力することで
スイッチ素子４５２がＯＮされる。このときスイッチ素子４５１には、Ｌレベル信号が入
力されるため、ＯＦＦの状態となる。スイッチ素子４５２がＯＮ、スイッチ素子４５１が
ＯＦＦの状態の時、パルス電圧Ｖ２用である第二電源４６２の電圧（ＤＣ３.０Ｖ）が、
ＶＣＣ電源４６３と、単安定マルチバイブレータ４７１、４７２用の電源４７３とに出力
される。
【００３１】
　あるいは、論理値ＬｖがＴ（真）の場合はインバータ４３２がＬ信号を出力し、スイッ
チ素子４５２へ、イネーブルＬレベル信号を入力することでスイッチ素子４５２がＯＦＦ
され、スイッチ素子４５１には、Ｈレベル信号が入力されるため、ＯＮの状態となる。ス
イッチ素子４５２がＯＦＦ、スイッチ素子４５１がＯＮの状態の時、パルス幅Ｖ１用であ
る第一電源４６１の電圧（ＤＣ５.０Ｖ）が、ＶＣＣ電源４６３と、単安定マルチバイブ
レータ４７１、４７２用の電源４７３とに出力される。
【００３２】
　一方、４分周した論理値ＬｗがＴの場合、単安定マルチバイブレータ４７１へイネーブ
ルＨレベル信号が入力され、第二パルス幅設定回路４８２で設定したパルス幅Ｗ２用の１
０ｍｓ周期の波形を出力する。あるいは、論理値ＬｗがＦの場合、インバータ４３３より
Ｈレベル信号が出力され、単安定マルチバイブレータ４７２へイネーブルＨレベル信号が
入力され、第一パルス幅設定回路４８１で設定されたパルス幅Ｗ１用の５ｍｓ周期の波形
を出力する。
【００３３】
　このように、２分周で生成した論理値Ｌｖと、４分周で生成した論理値Ｌｗとで、図４
（ｄ）（図１（ｃ））に示すように、パルス電圧とパルス幅の異なる４種類のパルスＰｉ
を順次繰り返しながら出力する。具体的には、順序Ｊ１に対しては、Ｖ２，Ｗ１（５．０
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Ｖ：５ｍｓ）、順序Ｊ２のパルスはＶ１，Ｗ１（３．０Ｖ：５ｍｓ）、順序Ｊ３のパルス
はＶ２，Ｗ２（５．０Ｖ:１０ｍｓ）、順序Ｊ４のパルスはＶ１，Ｗ２（３．０Ｖ：１０
ｍｓ）のパルスが出力される。
【００３４】
　つまり、パルス信号送出装置４は、パルスを検出する電流センサーであるパルス検出用
ＣＴ４１と、検出したパルス毎に、繰返し順序情報Ｉｊを順次設定する順序情報設定部で
ある２進カウンター４４と、順序情報Ｉｊに応じて、異なる形態のパルスで構成したパル
ス信号を出力するパルス信号出力部であるパルス電圧設定部４６とパルス幅設定部４８と
パルス生成部４７とを有している。
【００３５】
　このような順序情報Ｉｊを付与して出力されたパルス信号Ｓｓを受けるパルス計数装置
５は、図５に示すように、受信したパルス信号Ｓｒから、パルス幅とパルス電圧を検出す
るパルス検出部５１を備えている。そして、パルス検出部５１が検出したパルス幅とパル
ス電圧の情報から順序情報Ｉｊを取得し、そのパルスの順序の判別と、判別した順序に基
づき、計数が適切であるか否かの判定と、適切でない場合は係数の訂正とを行うマイクロ
コンピュータ５２を備えている。さらに、計数が適切であるか否かの判定のため、前回と
前々回の順序情報Ｉｊを記憶する順序情報記憶部５３とを備えている。
【００３６】
　パルス検出部５１は、複数の電圧レベルが判別可能な基準電圧を発生する基準電圧発生
回路５１２を有している。そして、受信したパルス信号Ｓｒを基準電圧発生回路５１２で
生成された複数の基準電圧と比較し、判別結果である電圧レベル（例えば、０、Ｖ１、Ｖ
２）を示す判別信号Ｄｖを出力するコンパレータ５１１を有している。
【００３７】
　マイクロコンピュータ５２には、コンパレータ５１１からの判別信号Ｄｖが入力される
第二ポート５２１ｖと、パルス信号Ｓｒが入力される第一ポート５２１ｗが設けられ、順
序情報Ｉｊを取得する順序情報取得部５２１が形成されている。そして、順序情報取得部
５２１が取得した順序情報Ｉｊと、順序情報記憶部５３が記憶する前回と前々回の順序情
報とを比較し、計数の正否を判定する計数判定部５２２と、計数判定部５２２の判定に基
づいて、適宜修正を行って計数する計数制御部５２３が形成されている。
【００３８】
　つまり、パルス計数装置５には、検出したパルスの形態に基づいて、当該パルスの順序
を判別する順序判別部と、検出したパルスを計数する計数部と、検出したパルスの順序を
他のパルスと比べて連続的であるか否かを判定し、パルスの順序が連続的でなかった場合
、順序が連続するように、当該パルスと直近のパルスのうちの一方の削除、あるいはパル
ス一つ分の補完、のいずれかによりパルスの計数を訂正する計数訂正部と、がＳ／Ｗ等に
より構築されている。
【００３９】
　上記を踏まえ、図６のフローチャートも用いて、パルス計数装置５の動作について説明
する。
　伝送ケーブル３を介して入力されたパルス信号Ｓｒをパルス計数装置５が受信する（ス
テップＳ１００）と、コンパレータ５１１により、パルス電圧についての判別結果である
判別信号Ｄｖが、マイクロコンピュータ５２の第二ポート５２１ｖに出力される。さらに
、入力されたパルス信号Ｓｒはマイクロコンピュータ５２の第一ポート５１に出力され、
パルス幅について判別され、幅レベル（例えば、Ｗ１、Ｗ２）を示す判別信号を生成する
。
【００４０】
　つまり、図１（ｄ）に示すような受信したパルス信号Ｓｒ中の各パルスＰｉのパルス幅
とパルス高さを判別し、図１（ｅ）に示すように、パルスＰｉを受信するごとに、そのパ
ルスＰｉの順序を判別するための順序情報Ｉｊを取得する（ステップＳ１１０）。なお、
パルスとして認識される場合は、Ｊ１～Ｊ４のいずれかの順序情報Ｉｊが必ず取得される
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。
【００４１】
　取得した順序情報Ｉｊによりパルス毎の順序を判別すると、ステップＳ１２０以降のソ
フトウェア処理により、Ｊ１、Ｊ２、Ｊ３、Ｊ４、Ｊ１、Ｊ２、・・・と順序どおりに並
んでいるか否かを判断し、順序通り（連続）でない時には、何らかの信号不良（ノイズ混
入や一時的なレベル低下）があったと判断して、計数調整を行う。なお、計数調整の仕方
についての制限はないが、信号不良の発生頻度が低いことを鑑み、連続して信号不良が生
じることはないと仮定し、メモリ容量等を消費しないできるだけ、単純な処理を検討する
。
【００４２】
　例えば、ある時に認識したパルスに対し、その1回前に誤ってノイズがパルスとして認
識されていた場合でも、少なくとも今回のパルスは２回前のパルスと連続するので、２回
前のパルスとの連続性が確認できれば、１回前のパルスを無視するだけでよい。このとき
、１回前のパルスから取得した順序情報が、偶然、２回前のパルスと連続していたとして
も、同様である。
【００４３】
　また、例えば、ある時に認識したパルスに対し、その1回前に、本来パルスとして認識
すべき信号が認識されていなかった場合、当該パルスの計数は、前回認識した（本来２つ
前の）パルスに対し、順序が一つ飛ぶので、いったん保留される。しかし、次回に認識す
る際には、今回のパルスとの連続性が確認できるので、一つのパルスが消失していたこと
がわかり、１つ分、補完すればよい。ただし、信号不良の発生頻度の低さから、この場合
は、２回前のパルスと今回のパルスは連続しないことになるので、判断としては、２回前
のパルスとの連続性が無いことを確認できれば、１つ分補完すればよい。
【００４４】
　つまり、３種以上（本実施の形態では４種）の順序情報Ｉｊを設定していれば、以下の
ように、前回および前々回の順序情報との連続性の判断で、信号不良の有無の判断と、計
数の調整を同時に実行することが可能となる。そこで、本実施の形態においては、信号不
良の有無の判断から計数調整に至る工程においては、過去分として、前回のパルスと前々
回のパルスの順序情報Ｉｊを順序情報記憶部５３から読み込む（ステップＳ１２０）。そ
して、はじめに、前回のパルスと認識された信号が、カウント（計数）できたか否か、つ
まり前回のパルスに対して、後述する計数保留（ステップＳ５００）処置を行なわなかっ
たか、行ったかを確認する（ステップＳ２００）。
【００４５】
　前回のパルスが計数されたのであれば（ステップＳ２００で「Ｙ」）、前回のパルスの
順序情報Ｉｊと今回取得した順序情報とを比較し、前回と今回とが連続、つまり、Ｊ１、
Ｊ２、Ｊ３、Ｊ４の順序どおりに並んでいるか否かを確認する（ステップＳ２１０）。順
序通りに並んでいる場合（ステップＳ２１０で「Ｙ」）、今回のパルスを計数する（ステ
ップＳ４００）。
【００４６】
　信号不良が無い期間、各パルスＰｉの順序情報Ｉｊは順序通りに並ぶので、受信したパ
ルス信号Ｓｒ中のパルスＰｉは送信されたパルス信号Ｓｓ中のパルスＰｉと合致する。そ
こで、図１（ｆ）に示すように、パルスＰｉに応じたカウント（Ｃ１、Ｃ２、・・・、Ｃ
ｍ）を実行する。このとき、パルスとして認識した数ｎとカウントした数ｍが一致する。
【００４７】
　一方、順序情報Ｉｊの付与自体は、信号不良を抑制するものではない。そのため、本実
施の形態にかかる積算値の伝達方法においても、一般的なパルスを用いた積算値の伝達方
法と同様、受信したパルス信号Ｓｒには、図４（ｅ）に示すように、ノイズＮｚの混入や
、一時的にレベルが低下したパルス（Ｐ３ｗ）が伝達される場合もある。なお、図では簡
略化するため、数パルスの間に信号不良が複数回発生しているように記載しているが、実
際には、上述したように、信号不良はめったに生じない。
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【００４８】
　しかし、めったに生じない信号不良が生じた場合、以下のようにして、信号不良の有無
を判断し、計数の調整を行う。前回のパルスに対して計上処理がされておらず、保留され
ていた場合（ステップＳ２００で「Ｎ」）、前々回のパルスの順序と今回のパルスの順序
が連続しているか否かを確認する（ステップＳ３００）。
【００４９】
　前々回のパルスの順序と今回のパルスの順序が連続している場合（ステップＳ３００で
「Ｙ」）は、上述したように、ノイズ等で余計なパルスを認識していたと判断し、前回の
パルスを無視する（ステップＳ３１０）。そして、今回のパルスを計上する（ステップＳ
４００）。
【００５０】
　一方、前々回のパルスの順序と今回のパルスの順序が連続していない場合（ステップＳ
３００で「Ｎ」）は、信号不良の頻度が低いことから、上述したように、前回のパルスと
今回のパルスが連続していることになる。そこで、レベル低下等によって認識すべきパル
スを認識できていなかったと判断し、今回のパルスの前に一つ分パルスを補完して（ステ
ップＳ３２０）、今回のパルスを計上する（ステップＳ４００）。
【００５１】
　具体的には、図４（ｅ）におけるノイズＮｚについては、何がしかの順序情報Ｉｊが取
得される。ここで、ノイズＮｚからＪ２以外の順序情報が取得された場合、ノイズＮｚに
ついての計数は保留となる（ステップＳ５００）。その後、パルスＰ２の順序情報Ｉｊ（
Ｊ２）を取得すると、前々回のパルスＰ１の順序（Ｊ１）と今回のパルスＰ２の順序（Ｊ
２）が図４（ｆ）に示すように連続している（ステップＳ３００で「Ｙ」）。そのため、
図４（ｇ）に示すように、ノイズＮｚを無視して、パルスＰ２を２回目のパルスとして計
数する。
【００５２】
　一方、ノイズＮｚから偶然Ｊ２の順序情報が取得された場合、ノイズＮｚについては、
２つめのパルスとして計数される（ステップＳ２１０～Ｓ４００）。しかし、次回パルス
Ｐ２を受信すると、パルスＰ２に対しては、計数保留（ステップＳ５００）となり、次々
回のパルスＰ３（信号不良は頻発しない前提なので、図４（ｅ）のパルスＰ３ｗとは異な
り、このケースでは、品質の高いパルスを受信し、Ｊ３として認識される。）の順序（Ｊ
３）とノイズＮｚの順序（Ｊ２）との連続性が判断される。パルスＰ３とノイズＮｚは連
続するので、パルスＰ２の方が無視されるが、パルスＰ２とノイズＮｚのどちらかを無視
できれば、パルスＰ３を３つ目のパルスとして計数できるので、本来のパルス数をカウン
トすることができる。
【００５３】
　一方、図４（ｅ）におけるパルスＰ３ｗのようにパルスとして検出できない場合、図４
（ｆ）に示すように、パルスＰ２の次に検出するパルスＰ４の順序（Ｊ４）はパルスＰ２
の順序（Ｊ２）と連続しないので、パルスＰ４は計数保留（ステップＳ５００）となる。
しかし、その次に認識されるパルスＰ５の順序（Ｊ１）は、パルスＰ５から見て前々回と
なるパルスＰ２の順序（Ｊ２）と非連続である。前回のパルスＰ４の順序（Ｊ４）と今回
のパルスＰ５の順序（Ｊ１）の連続性を確認することが、本来の確認事項ではあるが、上
述した前提条件に基づき、パルスＰ５とパルスＰ２との非連続性で前回と今回の連続性を
確認する。そして、パルスＰ４とパルスＰ２との間に一つのパルスが存在するとして、補
完処理（ステップＳ３２０）がなされ、パルスＰ４、Ｐ５はそれぞれ４つ目のパルス、５
つ目のパルスとして計数処理（ステップＳ４００）がなされる。
【００５４】
　なお、図６に示したフローは、上述したように信号不良が頻発しないことを前提とした
ものであり、それにより、判断に必要とする順序情報の対象を絞り、記憶容量を低減する
ことができた。しかし、信号不良があった時の訂正方法の選択については、上述した前々
回の順序との連続性、前回の順序との連続性の判断に限ることはなく、他の形態でもよい
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。例えば、信号不良が連続して生じないことを前提とすると、訂正は一つ分のパルスを追
加するか、削除（無視）するかさえ判断すればよいことになる。その場合、検出した順序
情報が連続していなかったとき、一つ足せば連続するようになるのか、あるいは一つ削除
すれば連続するようになるかのみを判断すればよい。
【００５５】
　一方、パルス計数装置５は、パルス信号送出装置４と異なり、電文操作を含む、多数の
機器からの信号を受ける機器であってもよく、そのような機器に形成するときには、さら
に多くの情報から信号不良があるかいないかを判断するようにしてもよい。その場合には
、信号不良が頻発する対象に対しても、信号不良の有無を判断して、的確な計数が可能と
なる。その際も、繰り返す順序が２つのみの場合は、信号不良の発生を検出できても、補
完すべきか無視すべきかの判断ができないので、３つ以上である必要がある。繰返し数が
多いほど、回路機構は複雑になるが、信号不良の頻発への適用性は向上する。さらに言え
ば、５以上の繰り返し順序情報を付与する場合、連続して信号不良が生じることを仮定し
ても、２つ以下のパルスの訂正により連続するようになるか否かを判断すれば、適切な訂
正が可能になる。
【００５６】
実施の形態２．
　上記、実施の形態１においては、２種類のパルス電圧と２種類のパルス幅の組合せで、
４種類の順序情報を繰り返す例について説明した。本実施の形態においては、３種類の順
序情報を繰り返す例について説明する。図７～図９は本実施の形態２にかかる積算値伝達
方法と計数処理方法を説明するためのものである。本実施の形態２においては、実施の形
態１に対して、順序情報を付与するためのパルスの形態の組合せが異なるものである。そ
のため、パルスの形態を決めるための回路構成やパルスの形態から順序情報を取得するた
めの回路構成については、図３と図５で説明した回路構成とは異なったものを用いること
になる。しかし、誤計数の有無の判断や計数処理については、図６のフローチャートを援
用することができる。
【００５７】
　＜第一例＞
　図７（ａ）～（ｇ）は、本実施の形態２にかかる積算値伝達方法と計数処理方法の第一
例として、パルス幅によって、Ｊ１～Ｊ３の３種の順序情報を繰り返し付与し、信号伝送
中に出力レベルの低下やノイズの混入した信号を受信した場合の計数値の修正について説
明するためのタイミングチャートであり、図７（ａ）はパルス信号送出装置から発信され
たパルス信号の波形、図７（ｂ）は信号レベルの一時的な低下があるパルス信号の波形、
図７（ｃ）は信号レベルの一時的な低下があった場合に取得される順序情報、図７（ｄ）
は検出した順序情報に基づき、パルスの欠損が有っても適正に計数した計数値、図７（ｅ
）はノイズの混入があるパルス信号の波形、図７（ｆ）はノイズの混入があった場合に取
得される順序情報、図７（ｇ）は検出した順序情報に基づき、パルスの欠損が有っても適
正に計数した計数値、をそれぞれ示している。
【００５８】
　第一例では、図７（ａ）に示すように、パルス幅の異なる３種類のパルスＰｉを順次繰
り返しながら出力する。具体的には、順序Ｊ１に対しては、Ｗ１（５ｍｓ）、順序Ｊ２の
パルスはＷ２（１０ｍｓ）、順序Ｊ３のパルスはＷ３（１５ｍｓ）のパルスが出力される
。
【００５９】
　このような形態で出力されたパルス信号Ｓｓでも、信号ロス等により、図７（ｂ）に示
すように、パルスとして検出できないパルスＰ２ｗを含むパルス信号Ｓｒ１が受信される
ことがある。その場合、図７（ｃ）に示すように、パルスＰ１の次に検出するパルスＰ３
の順序（Ｊ３）はパルスＰ１の順序（Ｊ１）と連続しないので、パルスＰ３は計数保留（
ステップＳ５００）となる。
【００６０】
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　しかし、その次に検出されるパルスＰ４の順序（Ｊ１）は、パルスＰ４から見て前々回
となるパルスＰ１の順序（Ｊ１）と非連続である。ここでも、実施の形態１と同様に、今
回のパルスＰ４と前々回のパルスＰ１との非連続性で前回（Ｐ３）と今回の連続性を確認
する。そして、パルスＰ３とパルスＰ１との間に一つのパルスが存在するとして、図７（
ｄ）に示すように、補完処理（ステップＳ３２０）がなされ、パルスＰ３、Ｐ４はそれぞ
れ３つ目のパルス、４つ目のパルスとして計数処理（ステップＳ４００）がなされる。
【００６１】
　また、図７（ｅ）に示すように、パルスとして誤検出されるノイズＮｚを含むパルス信
号Ｓｒ２が受信されることがある。このときも、図７（ｆ）に示すように、ノイズＮｚか
らＪ３以外の順序情報が取得された場合、ノイズＮｚについての計数は保留となる（ステ
ップＳ５００）。その後、パルスＰ３を検出すると、前々回のパルスＰ２の順序（Ｊ２）
と今回のパルスＰ３の順序（Ｊ３）が連続している（ステップＳ３００で「Ｙ」）。その
ため、図７（ｇ）に示すように、ノイズＮｚを無視して、パルスＰ３を３回目のパルスと
して計数する。
【００６２】
　一方、ノイズＮｚから偶然Ｊ３の順序情報が取得された場合、ノイズＮｚについては、
３つめのパルスとして計数される（ステップＳ２１０～Ｓ４００）。しかし、次回パルス
Ｐ３を受信すると、パルスＰ３に対しては、計数保留（ステップＳ５００）となり、次々
回のパルスＰ４の順序（Ｊ４）とノイズＮｚの順序（Ｊ３）との連続性が判断される。パ
ルスＰ４とノイズＮｚは連続するので、パルスＰ３の方が無視されるが、パルスＰ３とノ
イズＮｚのどちらかを無視できれば、パルスＰ４を４つ目のパルスとして計数できるので
、本来のパルス数をカウントすることができる。
【００６３】
　＜第二例＞
　図８（ａ）～（ｇ）は、本実施の形態２にかかる積算値伝達方法と計数処理方法の第二
例として、パルス電圧によって、Ｊ１～Ｊ３の３種の順序情報を繰り返し付与し、信号伝
送中に出力レベルの低下やノイズの混入した信号を受信した場合の計数値の修正について
説明するためのタイミングチャートであり、図８（ａ）はパルス信号送出装置から発信さ
れたパルス信号の波形、図８（ｂ）は信号レベルの一時的な低下があるパルス信号の波形
、図８（ｃ）は信号レベルの一時的な低下があった場合に取得される順序情報、図８（ｄ
）は検出した順序情報に基づき、パルスの欠損が有っても適正に計数した計数値、図８（
ｅ）はノイズの混入があるパルス信号の波形、図８（ｆ）はノイズの混入があった場合に
取得される順序情報、図８（ｇ）は検出した順序情報に基づき、パルスの欠損が有っても
適正に計数した計数値、をそれぞれ示している。
【００６４】
　第二例では、図８（ａ）に示すように、パルス高さの異なる３種類のパルスＰｉを順次
繰り返しながら出力する。具体的には、順序Ｊ１に対しては、Ｖ１（３．０Ｖ）、順序Ｊ
２のパルスはＶ２（５．０Ｖ）、順序Ｊ３のパルスはＶ３（６．６Ｖ）のパルスが出力さ
れる。
【００６５】
　このような形態で出力されたパルス信号Ｓｓでも、信号ロス等により、図８（ｂ）に示
すように、パルスとして検出できないパルスＰ２ｗを含むパルス信号Ｓｒ１が受信される
ことがある。その場合、図８（ｃ）に示すように、パルスＰ１の次に検出するパルスＰ３
の順序（Ｊ３）はパルスＰ１の順序（Ｊ１）と連続しないので、パルスＰ３は計数保留（
ステップＳ５００）となる。
【００６６】
　しかし、その次に検出されるパルスＰ４の順序（Ｊ１）は、パルスＰ４から見て前々回
となるパルスＰ１の順序（Ｊ１）と非連続である。すると、パルスＰ３とパルスＰ１との
間に一つのパルスが存在するとして、図８（ｄ）に示すように、補完処理（ステップＳ３
２０）がなされ、パルスＰ３、Ｐ４はそれぞれ３つ目のパルス、４つ目のパルスとして計



(13) JP 2020-5218 A 2020.1.9

10

20

30

40

50

数処理（ステップＳ４００）がなされる。
【００６７】
　また、図８（ｅ）に示すように、パルスとして誤検出されるノイズＮｚを含むパルス信
号Ｓｒ２が受信されることがある。このときも、図８（ｆ）に示すように、ノイズＮｚか
らＪ１以外の順序情報が取得された場合、ノイズＮｚについての計数は保留となる（ステ
ップＳ５００）。その後、パルスＰ４を検出すると、前々回のパルスＰ３の順序（Ｊ３）
と今回のパルスＰ４の順序（Ｊ４）が連続している（ステップＳ３００で「Ｙ」）。その
ため、図８（ｇ）に示すように、ノイズＮｚを無視して、パルスＰ４を４回目のパルスと
して計数する。
【００６８】
　一方、ノイズＮｚから偶然Ｊ４の順序情報が取得された場合、ノイズＮｚについては、
４つめのパルスとして計数される（ステップＳ２１０～Ｓ４００）。しかし、次回パルス
Ｐ４を受信すると、パルスＰ４に対しては、計数保留（ステップＳ５００）となり、次々
回のパルスＰ５の順序（Ｊ５）とノイズＮｚの順序（Ｊ４）との連続性が判断される。パ
ルスＰ５とノイズＮｚは連続するので、パルスＰ４の方が無視されるが、パルスＰ４とノ
イズＮｚのどちらかを無視できれば、パルスＰ５を５つ目のパルスとして計数できるので
、本来のパルス数をカウントすることができる。
【００６９】
　＜第三例＞
　図９（ａ）と（ｂ）は、本実施の形態２にかかる積算値伝達方法の第三例として、単位
パルスの数によって、Ｊ１～Ｊ３の３種の順序情報を繰り返し付与し、信号伝送中に出力
レベルの低下やノイズの混入した信号を受信した場合の計数値の修正について説明するた
めのタイミングチャートであり、図９（ａ）は付与すべき順序情報、図９（ｂ）はパルス
信号送出装置から発信されたパルス信号の波形、をそれぞれ示している。
【００７０】
　第三例では、図９（ａ）に示すように、複数個の単位パルスＰｕが集まったパルス群Ｐ
ｇ（図中、Ｐｇ１、Ｐｇ２、・・・、Ｐｇｍと記載）を一つのパルスとみなし、パルス群
Ｐｇ中の単位パルスＰｕの数で順序情報Ｉｊを伝達するものである。複数の単位パルスＰ
ｕが集まったパルス群Ｐｇの幅は、計測機器（例えば、電力量計１）から発呼されるパル
ス間隔の最短期間よりも短く設定する。例えば、パルス定数として一時間あたり５万パル
スと設定されている場合の最短期間は７２ｍｓとなり、ひとつのパルス群Ｐｇの幅として
は、その期間の半分以下の値になるように設定する。一方、パルス群Ｐｇ中の各単位パル
スＰｕのパルス幅と単位パルスＰｕ間の間隔は、パルスを生成する回路（パルス信号送出
装置４）、パルスを検出する回路（パルス計数装置５）の分解能よりも大きな値に設定す
る。
【００７１】
　具体的には、各単位パルスＰｕのパルス幅を５ｍｓ、単位パルスＰｕ間の間隔を５ｍｓ
とする。そして、順序Ｊ１のパルス群Ｐｇは、図９（ｂ）に示すように、１単位パルス（
計５ｍｓ）、順序Ｊ２のパルス群Ｐｇは、２単位パルス（計１５ｍｓ）、順序Ｊ３のパル
ス群Ｐｇは３単位パルス（計２５ｍｓ）で構成する。これにより、各例で示したように、
信号不良が生じた場合でも、順序の連続性を確認して、適切に計数を訂正して、正確な計
数を行うことができる。
【００７２】
　また、各実施の形態で示したように、順序情報Ｉｊを示すパルスの形態としては、パル
ス幅、パルス電圧、あるいはその組み合わせに限らず、パルス群Ｐｇ中の単位パルスＰｕ
の数等、バリエーションに制限はなく、検出できる範囲の形態変化をつければよい。
【００７３】
　また、上記各実施の形態においては、電力量計１のサービス配線２に重畳された単純な
パルス信号を検出したパルス信号送出装置４が、順序情報Ｉｊを付与したパルス信号を出
力する例を示したが、これに限ることはない。計測器自身が順序情報Ｉｊを付与したパル
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ス信号を出力するようにしてもよい。さらには、積算値も必ずしも計測値に限ることはな
く、例えば、モータの回転角度等を制御するための制御値としての積算値であってもよい
。
【００７４】
　つまり、積算値が所定値追加される毎に、その時点に対して、繰返し順序情報Ｉｊを付
与して、順序情報Ｉｊに応じた異なる形態のパルスを生成するようにすればよい。
【００７５】
　以上のように、本発明の各実施の形態にかかる積算値伝達方法によれば、パルス信号に
よって積算値を伝達する積算値伝達方法であって、積算値が所定量追加される度に、その
時点（例えば、電力量計１から発せられたパルス）に対し、繰返し順序情報Ｉｊを順次設
定する工程と、順次設定された順序情報に応じた異なる形態のパルスで構成したパルス信
号を出力するパルス信号出力工程と、を含むように構成したので、伝達先において、正常
に計数しているか、パルスの抜けや誤認のような誤計数が生じているかを、順序が連続的
であるか否かで判別することができる。
【００７６】
　とくに、繰返し順序情報Ｉｊを３種以上にすると、正常か否かの判定だけでなく、抜け
と誤認（過計数）を区別でき、計数を自動的に訂正することができる。つまり、複雑な電
文や高価なシールドケーブルを用いなくても、信頼性の高い計数が可能な積算値の伝達を
実現することができる。
【００７７】
　ここで、パルス信号出力工程では、複数種のパルス電圧と複数種のパルス幅、およびそ
れらの組合せのいずれかによって、異なる形態のパルスＰｉを形成するようにすれば、簡
単な回路で実現できる。
【００７８】
　あるいは、パルス信号出力工程では、単位パルスＰｕの数が異なるパルス群Ｐｇによっ
て、異なる形態のパルスＰｉを形成するようにすれば、繰返し数の選択肢が広がる。
【００７９】
　また、本発明の各実施の形態にかかる計数処理方法によれば、繰り返し順序情報Ｉｊを
付与されたパルスで構成したパルス信号を用いて計数処理を行う方法であって、パルス信
号Ｓｒ中のパルスＰｉを検出する工程（ステップＳ１００）と、検出したパルスＰｉの形
態に基づいて、当該パルスＰｉの順序を判別する工程（ステップＳ１１０）と、検出した
パルスを計数する工程（ステップＳ４００）と、検出したパルスＰｉに対して判別された
順序が、直近のパルスと連続的であるか否かによって、計数が正常か否かを判定する計数
判定工程と、含むように構成したので、信号不良等によって誤計数が生じたか否かがわか
るので、複雑な電文や高価なシールドケーブルを用いなくても、信頼性の高い計数が可能
になる。
【００８０】
　とくに、繰返し順序情報が３種以上であり、計数判定工程で、計数が正常でないと判定
すると、順序が連続するように、当該パルスと直近のパルスのうちの一方の削除、あるい
はパルス一つ分の補完、のいずれかによりパルスの計数を訂正する計数訂正工程と、を含
むように構成したので、誤計数の有無を判断と、誤計数が抜けか誤認（過計数）かの区別
による適切な計数の訂正がなされるので、複雑な電文や高価なシールドケーブルを用いな
くても、信頼性の高い計数が可能になる。
【００８１】
　また、本発明の各実施の形態にかかるパルス信号送出装置４によれば、積算値が所定量
追加されたことを示す信号を検出するセンサー（例えば、パルス検出用ＣＴ４１）と、セ
ンサーが信号（例えば、サービス配線２に出力されたパルス）を検出すると、信号毎に、
繰返し順序情報Ｉｊを順次設定する順序情報設定部（２進カウンター４４）と、順次設定
された順序情報Ｉｊに応じた異なる形態のパルスで構成したパルス信号Ｓｓを出力するパ
ルス信号出力部（パルス電圧設定部４６、パルス幅設定部４８、パルス生成部４７）と、
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を備えるように構成したので、伝達先において、正常に計数しているか、パルスの抜けや
誤認のような誤計数が生じているかを、順序が連続的であるか否かで判別することができ
る。
【００８２】
　また、本発明の各実施の形態にかかるパルス計数装置５によれば、３種以上の繰返し順
序情報Ｉｊを付与されたパルスで構成したパルス信号Ｓｒ中のパルスＰｉを検出するパル
ス検出部５１と、例えば、マイコン５２にＳ／Ｗで構築され、検出したパルスＰｉの形態
に基づいて、当該パルスの順序を判別する順序判別部と、検出したパルスＰｉを計数する
計数部と、検出したパルスＰｉに対して判別された順序が、直近のパルス（例えば、Ｐｉ
－１）と連続的であるか否かを判定し、連続的でなかった場合、順序が連続するように、
当該パルスと直近のパルスのうちの一方の削除、あるいはパルス一つ分の補完、のいずれ
かによりパルスの計数を訂正する計数訂正部と、を備えるように構成したので、信号不良
の有無を判断と、抜けか誤認（過計数）の区別による適切な計数の訂正がなされるので、
複雑な電文や高価なシールドケーブルを用いなくても、信頼性の高い計数が可能になる。
【００８３】
　なお、パルス計数装置５において、２種類の繰返し順序情報を付与されたパルスに対し
ては、計数訂正部に代わって、誤計数の有無のみを判定する誤計数判定部を設けるように
してもよい。
【符号の説明】
【００８４】
　４：パルス信号送出装置、
　５：パルス計数装置、
　４１：パルス検出用ＣＴ（センサー）、　４４：２進カウンター（順序情報設定部）、
　４６：パルス電圧設定部（パルス信号出力部）、　４７：パルス生成部（パルス信号出
力部）、　４８：パルス幅設定部（パルス信号出力部）、
　５１：パルス検出部、
　５２：マイコン（順序判別部、計数部、計数訂正部、あるいは計数判定部）、
　Ｐｉ：パルス、　Ｐｇ：パルス群、　Ｐｕ：単位パルス、
　Ｓｒ：（受信した）パルス信号、　Ｓｓ：（出力された）パルス信号。
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